
 過疎・高齢化が著しく進行し、集落機能の低下や農地・山林などの地域資源管理の問題が深刻化

する市内山村地域に点在する過疎集落において、集落の維持と地域資源保全のための各種支援施

策に過疎集落と協働して取り組むことにより、地域の振興と市民福祉の向上を図る。 

 

          

事例の概要 

事業内容 ①定住支援協議会補助事業  
      田舎暮らし希望者に対する地域情報、空き家情報等の提供や円滑な 

      定住促進のための受け入れ体制の整備を行う協議会への補助。  

     ②過疎集落支援事業  
      給水施設の整備及び維持管理（点検業務等）への助成。 

      生活道等の維持管理（草刈り等の業務）への助成。 

      ③むらとまちのふれあい交流事業   
      市街地住民と山村住民との交流を図り、市民相互のふれあいを推進 

      することで過疎集落の活性化を図る。 

     ④生活空間保全事業 
      鳥獣害対策のため、集落全体を囲う獣害防止柵の設置に係る材料費 

      を支給。 

     ⑤里山生活空間保全事業 
      獣害防止の緩衝地帯及び里山に面した建物の保全のため、支障とな  

      る立木の伐採に対する助成。             

取組経過  平成19年度～ ①実施  平成20年度～ ②・③実施            

      平成21年度～ ④実施  平成23年度～ ⑤実施         

総事業費  平成23年度 31.6百万円（うち過疎債31.2百万円）  

事例の内容 

元気かい！集落応援プログラム（和歌山県田辺市） 

過疎集落への聞き取り活動 生活空間保全事業 

◆平成１７年度の市町村合併以前から、旧町村において特色ある地域振興に取り組んで
きたが、合併後における山村地域の実態を再度把握するため、地域住民から聞き取り調
査を実施（平成19年度）。 

 

◆旧町村で積極的に取り組んでいた定住促進、林業振興、特産品生産奨励等の事業を普
遍化するとともに、新たに上記事業の組み入れや、ゼロ予算事業として職員による声掛
け活動、並びに職員レンジャー隊による集落サポートを実施。 

 

聞き取り調査結果により浮き彫りとなった主な課題 
 ・獣害による耕作意欲の減退 ・飲料水（谷水）の維持管理 
 ・生活道の維持管理     ・集落に隣接する里山の放置 
 ・交通手段の確保 など  

・市長以下「ハート（気）が重要」という方針を共有。 

・「限界集落」という言葉への反発から「元気かい！集落」という
前向きな思いを込めた。 
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大字単位では山村集落の実態と大きな隔たりがあることから、自治会単位における高齢化率
が概ね50％以上の集落を事業実施対象としている。 

・移住相談204件、移住ﾌｪｱ・ｾﾐﾅｰへの参加   移住実績15世帯24人、空き家利用4件 

・獣害防止柵設置 6地区15,950m   シカ、野うさぎなど小動物による被害が減少 

・個人給水施設修繕への補助1件 ・支障木伐採6ヶ所  など 

H23主な実績・効果 
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